
生物社会に調和はあるのか＊ 1

日高敏隆？

地球の問題とか環境の問題とか考 してあちこち探したりしなくてはなら
えますとき、『生態系の調和を乱す』と ない。雌のほうはずるいですから、ど
普段よく言うように、我々人間が自然 こか見えないところに隠れている。そ
との調和を壊してきたという認識が れを雄は一生懸命探す。探すうちに
ずっとあるわけです。今までずっと ばっと取って食われたりすることはよ
我々はそう思ってきたわけです。 ＜あるのです。それでもめげずに、 一
この頃の動物行動学、 ethology とい 生懸命探し歩いて、何とか生殖をする。

うのですが、そこから生まれてきた行 子どもが出来ますと、その子供は大体
動生態学という分野があります。行動 雌が一生懸命育てる。非常な努力をし
生態学というのは動物行動学と生態学 て育てる。そのためのいろいろなシス
とがくつついたような分野ですが、こ テムを持っている。たとえば、小鳥は
こから見ますと、『環境問題』と『人間 巣に卵を産んで、雛がかえる。雛に餌
が自然の調和を壊した』と考える事と
は全然違うんではないか、というよう
になる。かつて、 ethologyの人達、特
にローレンツ達は、動物の種が維持さ
れることが非常に大事だと思っていま
した。これは実際大事なことです。何

を持って来る。生まれて初めて雛をか
えした小鳥は自分がどんな餌を雛に
やってよいか知らないはずです。とこ
ろが、それを知っているのです。雛は
くちばしが黄色い、非常に目立つ黄色
です。それをぱっと開けると四角です。

の種にも属さない生物というのはない この四角が信号になるのです。これを
わけで、必ず何かの種に属しています。 遺伝的に知っているのです。この四角
きちっと種があって、その種の中で繁 の中にぽんと餌をほうり込む。そうす
殖が起こって、生殖が起こって、その ると必ず雛の口の中に入る。ここで
種が維持される。これは事実で、その ちょっと心配なのは、 5、6羽の雛がい
ためにいろいろなことが仕組まれてい ますが、先刻どの雛に餌をやったか分
る。動物行動学を始めたときに、ロー からなくなる。しかも雀や燕は皆夫婦
レンツは『行動とは何のためにあるの で育てていますので、自分のつれあい
か、それは種を維持するためにあるん がどの雛に餌をやったか分からない。
だ』という認識をしています。動物た 非常に不公平なやり方をしているので
ちが生きてますと、けんかをしたり、
雄が雌を一生懸命くどいたり、くどく
相手を見つけるために大変な危険を冒

はないかと思われますが、そうではな
いらしい。雛は大体均等に育ちます。
どうしてかというと、口をぱっと開け
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たときに、大きく開けているのもいる
し、小さく開けているのもいる。大き
く開けることが餌をやる行動を引き起
こす刺激の強さですから、帰ってきた
親鳥は一番大きく口を開けている雛に
まず餌をやる。その口の開け方はなに
に関係するのかというと、それは雛の
おなかのすき具合、空腹と関係がある。
おなかが空いてしようがない時は、必
ず口を大きく開けるのです。先に餌を
もらってたいして空いていないのはそ
んなに開けない。一番口の大きいのに
やれば、 一番空腹のものにやっている
わけです。完全に公平になる。ちゃん
とうまくできています。

ローレンツは子供の印をいろいろと
研究しまして、『親の鼻は長いけれど
も、子供の鼻は丸っこい』と言ってい
ます。ペット・ショップに行きますと、
子犬がいっぱいいます。どういう大人
になるのか分からないけれど、子犬は
みんな丸っこい顔をして、ころころし
ている。なかにはコリーのように
ちょっと変わったのがいまして、口が
すっと長くて、『ぼく東大に入る！』と
いう顔をしている。それはともかくも、
その種の中ではうまくいっている。『子
供はみんなで守る、お互いに殺しあい
をしない』とそんな風になっている。
ときには人口の調節もしています。そ

こういうことは他にもいっぱいある うやっているので全体として、種が維
のです。みなさんご存じのように、動 持されてきたわけです。
物同士は殺し合いはしない。殺し合い
をすると、雄がだんだん減って種が非
常に危険な状態に陥る。だから、そん

そう言われますと、なるほどと思う
ので、みなさんもずっとそう思ってき
ましたし、われわれもそう思ってきた。

なことはしない。それを避けるための 生態学では、『生態系というのがあっ
仕組みがいろいろあります。生まれた て、それにはちゃんと調和があって、
子供は種族の大事な子供ですが、子供 うまくなっていますよ』という話を
はやっぱり子供ですから、ひ弱なので 延々としてきたのです。 『調和がとれ
す。子供たちはちょっと悪戯などをし ていて、メカニズムがあって、それが
ても、あまり親におせっかいされない 整然と自然界との調和を保っている。
ように、『これは子供なんですよ』とい そこに人間が手を出してはならない』
う特徴を持っている。そういう印をつ と理解していたわけです。
けている。例えば、猪の子供はうり坊 この研究はいろんな方がやっていま
といって、親にはない黒い筋が背中に す。京大の霊長類研究所長の杉山先生
入っている。あれがついているうちは、
『子供ですよ、大事にしてよ』と言って
いるわけです。それは人間にも通じま
すし、猫とか犬とかの子供はやっぱり
親よりかわいいし、子ヤギも親ヤギよ
り小さくてやっぱりかわいい。かわい
いというのも子供の印なのです。

が大学院生のころにインドに行って、
ハヌマンヤセザルの社会の研究をされ
た。雄の猿 l頭が、雌を 6、7頭したが
えたハーレムを持っている。そこで
育った雄の猿は出て行ってしまう。群
を出た若い雄はほかのハーレムを狙っ
て、そこの主と闘争し、相当ひどい怪
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我をさせて彼を追い払う。乗っ取るの
です。乗っ取った新しい主が何をする
のかというと、まず雌たちが抱いてい
る子供を狙ってかみついて、大怪我を
させる。そうすると不思議なことに、
その母親が子供を放り出してしまいま
す。結局子供は死んでいく。雄がそう
やって次々とそこにいる子供を殺して
いく。杉山先生はそれを見て非常に不
思議に思った。動物は同類同士殺しあ
いをしない。殺しあいをすると直ぐに
滅びてしまう。子供はみんなで守る。
ところが守るどころか子供を狙ってい
く。これは非常にへんな話だと。その
うちにライオンでも同じことがわかっ
た。ライオンの群れも雄がのっとりま
すと、そこにいる子供を殺してしまう。
その様なことが次々とでてきた。
今度はまた変な話なのですが、ギフ

チョウという蝶は、春の女神といって
きれいな蝶です。この蝶の雄が春先に
でてきて、一生懸命飛び回って雌を探
す。交尾をして、自分の精子を入れる。
それから別の附属腺からも粘液を出し
て、交尾の後にその雌の生殖器をつめ
る。それはすぐにかちんかちんに固
まって、栓のようになってとれなく
なってしまう。つまり貞操帯がはめら

トンボはよく 2 匹つながって飛んでい
ますが、前が雄で後ろが雌です。雄が
尻尾の先に雌の首を捕まえ、強制着陸
させます。それから合図しますと、雌
は腹をぐーんと曲げて雄の腹部の両端
のところから精子をもらう。これで雄
の精子が雌の体に入る。ところがその
時に、雄が時間をかけて、ごちゃご
ちゃと何かやっているのです。これが
よく分からない。これを調べた人がい
ます。相当趣味の悪い人だと思います
けど、雌雄との性器が合わさっている
ところを双眼鏡でずーっと観察してい
た。そうしましたら、雄が、昔から何
に使うか分からない道具に似ような物
があるのですが、それを使って雌の性
器の中を一生懸命調べている。雌が、
自分に捕まる前に、ほかの雄の精子を
もらってないかどうかを調べているの
です。もしそれがあったら全部掻き
取って捨ててしまう。そしてきれいに
してから自分の精子をいれる。さらに
そのときに、雄は雌に対して不信感を
もつらしくて、ここで放したらなにを
するかわからんというのでキュッと捕
まえたままつれて歩くのです。トンボ
が 2 匹仲良く飛んでいる。あれが全部
そうなんです。昔は雌が種を維持する

れてしまったわけで、その雌は、そ ために卵を産んで、それを雄が守って
れっきり雄とは番えない。それは昔か いるという話だったんです。ところが、
らわかっていたことなのですが、 『な とんでもないことで、あれは雄の雌に
ぜギフチョウはこんな意地の悪いこと 対する不信感です。信用できない。だ
をするのか』がよくわからなかったの
です。
そうしている内に、今度はみなさん

よくご存じのとおり、 トンボが前の雄
の精子をかき出すのが分かりました。

から連れて歩いている。 『他の雄のと
ころに行くな』ということです。トン
ボが 2 匹つがいで飛んでいるのをごら
んになったら、あれはトンボの雄の不
信感が飛んでいると思われたらいいの
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です。とにかくこのことは最近分かっ
たことですが、昔は種を維持するため

うにするにはどうするのか。その子供
を殺すしかない。子供を殺しますと雌

に『雌をつれて守っている』と言われ が発情しますから受け入れてくれて、
ていました。 自分の子供を産んでくれる。だから子
トンボの場合は前の雄の精子と今の 供を殺すんだ。こう考えると説明がつ

雄の精子が混ざった方が、蝶の場合は きます。雌の方が何で自分の子供を一
1匹の雌にいろんな雄の精子が混ざり 所懸命守っていかないのかというと、
あった方が、子孫が遺伝的に対応する それは雄の方が力が強いからです。雄
ことができますから、種の維持のため が狙ってきたときに、雌が必死になっ
にはその方がいいのです。ところがそ て守ると、自分が大怪我をする。たぶ
うはしていない。しかも、ハヌマンヤ ん雄はやっきになって、非常に精神的
セザルの場合あるいはライオンの場合 に不安定というか、ものすごくあれた
には、せっかく生まれて育っている種 状態になります。群れ全体が騒然とし
族の子を皆食い殺す。これはどう考え た雰囲気になる。そうなったら子供が
ても『種族維持』ということでは説明 育っていかないでしょう。それよりは
ができない。そういう例がどんどんで その子供をあきらめて、もう一度産み
てきました。結局、『雄たちは何を考え なおそうと考えるらしい。数字的なモ
ているのか』というと、共通して言え デルを作ってやると、そういうことで
ることは『種族のことなんかどうだっ 説明がつく。どちらにしても結局そん
ていい、自分の子孫をできるだけ沢山 なことをやって、他の雄の子供はもう
残したい』ということなのです。ハヌ いいとなる。トンボや蝶の場合は、前
マンヤセザルの場合ですと、そこに子 の雄の精子を掻き出すか、あるいは貞
供がいますが、『それはハヌマンヤセザ 操帯をはめます。雌が持っている 300
ルの種族ではあるけれど、乗っ取った なら 300 の卵全部が、自分の血のつな
雄にしてみれば、自分には何の関係も がった子孫になりますから、その方が
ない他の雄の子供』なのです。そんな 自分の子孫が沢山残る。自分の遺伝子
子供を育てるために自分が一生懸命苦 を持った子孫が残る。しかし放ってお
労して、しかももっと困ったことは、 きますと、他の雄が来ますから 300 の
その子供を育てている雌というのは雄 卵の何％が自分と血がつながった子孫
を性的に受け入れないのです。ですか になるかわからない。
ら雄がせっかく乗っ取って雌を何匹か こうして「適応度」（フィトネス）と
手に入れても、子供を育てている間、 いう概念がでてきました。これは、
その雌は絶対自分の言う通りになって ダーウィンの有名な「種の起源J、どな
くれない。なにもできない。雄にとっ たも名前をよくご存じですが、ちゃん
てこんな悲しいことはない。しかも自 とお読みになった方はほとんどいない
分の子孫は残せない。雌が自分を受け 本ですが、この本の中でダーウインは、
入れて、自分の子供を生んでくれるよ 『より良く適応した個体はより多く子孫
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を残すだろう』と言っている。そのよ
うな優位な特徴を持った個体が増えて
いくので、種はだんだんかわって行く
だろう。そしてある時になると今まで
より良く適応した新しい種に進化する、

草が生えています。これだけの草が生
えているところに兎が何匹住めるか、
たとえば20匹住めるとします。その 20
匹の兎には雄も雌もいますが、各々が
考えていることは、『兎‘20匹のうち、何

というのがダーウィンの進化論です。 ％が自分と血のつながった子孫であり
これと今の話をくつつけますと、『自分 得るか』ということです。それをでき
の血がつながった子孫をできるだけ沢 るだけ増やそうと努力している。これ
山残せた個体はそれだけよりよく適応 は完全にシェアです。これは企業の
していた』ということになる。ある個 シェアとまったく同じです。企業の場
体がどれだけ適応していたかは計りに 合には企業戦略や市場戦略といいます
くい。でも、その個体がどれくらい自 が、動物たちは繁殖戦略をたてる。そ
分の血がつながった子孫を残しえたか の繁殖戦略が雄と雌で根本的に食い
ということを計って調べることができ 違っている。雄の場合には、自分で子
れば、その個体がどの程度よく適応し 供を産みませんので、 『自分の血のつ
ていたか分かるはずです。こういうこ ながった子孫をできるだけ沢山後代に
とで、自分の遺伝子を持った子孫をど 残したい。そのためには、できるだけ
れくらい沢山残したか、これには孫ま 沢山の雌に子供を産ませる』ことが基
で含めますが、残した子孫の数が、そ 本戦略なのです。これはあらゆる種類
の個体の適応度となります。種族の維 の動物の雄がとる基本戦略なのです。
持とかそんなことのためではなく、 その時、雌の質はあまり考えない。『雌
『各々の個体が自分自身の適応度をいか だったら誰だっていい』というような
にして最大にするか』ということのた ことをやっている。ところが雌の方は
めに一生懸命になっているのです。そ 反対でして、自分が一度に産む子供の
の結果として種が維持される。種が維 数は決まっている。猫だったら 5 匹ぐ
持されるというのは結果論です。
よりよく適応した個体の子孫が残っ

てくるので種がだんだん進化してくる。

らい、人間の場合は普通は一匹いや一
人です。これは自分が関わった雄の数
と関係がない。ボーイフレンドが 5人

これを種族維持いうシステムでやって いる奥さんが六ッ子を産んだ、そんな
いくと、社会主義経済みたいにどんど ことはない。誰が相手か分からないけ
んダメになっていく。種族の維持とは れど、 一人しか産まない。しかしその
単なる結果論なのです。そのためのシ 一人は絶対自分の子供です。そこのと
ステムはないのです。これは前に言わ
れていたこととは全然違う話しになっ

ころが雌は強い。雌が産んだものは絶
対自分の遺伝子を持った子供です。雄

てくる。システムではなく、これは一 の方はその辺が情けないことで、ある
種のシェア（争い）になるのです。た 雌に子供を産ませても、その子供が本
とえば草地があるとしまして、そこに 当に自分の子供かどうかの保証はない。
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まったくないのです。人間も一緒です。 てきます。これは雌の方の戦略でも
人間も赤ちゃんが生まれたとき、お父 あって、雄がいっぱい集まってきます
さんが会いに行きますと、病院の方で と、一番強そうで丈夫そうな雄を選ぶ。
は赤ちゃんを連れてきて、『かわいいで これが一週間に一人ずつ来られますと
しょう』と見せて、『お父さん似です 雌の方は困るのです。同時にワーツと
ね』と言うことになっています。似て 周りにいてくれるのが非常にいい。そ
ても似てなくてもいいのですが、とに の中から丈夫な雄を選ぶ。
かく『お父さんに似ています』という 丈夫な雄は、鳥ですときれいな雄は
ことになっている。そうしないとお父 丈夫である、蛙だったら声が大きいの
さんは非常に不安になる。非常に不安 が丈夫な雄である。非常に若い雄を選
なのです。それくらい雄とは情けない ぶのもありますが、あまり選ばない。
ものなのです。雌の方が絶対強いとい 若い雄はそこまでは生きてきましたが、
うことなのです。逆にその強い分、雌 これから何年生きるか分からないもの
が子育てを放り出すと、だいたいその ですから、その時は年長の雄を選びま
子供は育ちません。雌にしてみたら、 す。人間の場合とはちょっと違うので
自分の適応度が高まりませんから、自
分で自分の適応度を高めようと思った
ら、その子供を育てなければいけない。
それでだいたいは雌が子供を育てる、
ということになってしまった。育てる
ために、どうしても手がかかりますし、
或いは育てる場所だとか保護とかその
他いろいろなことがいりますから、そ
ういう世話をなるべくよくしてくれる、
つまり自分が自分の子供を育てやすい
良い状況を作ってくれる雄を求める。
そのために、丈夫な雄というのが基本
的な条件です。それを求める。丈夫で
あってしかも、自分のそばにずっと付
いてきてくれる雄が一番ありがたい。
これは普通、愛といっているのですが、
愛なんかもともとそんなものなのです。
そのために雄は、先に言ったとおり、

すが、そういうことをしていく。この
ごろのタレントは自分よりも若い男の
子を夫に選びますが、普通の動物はあ
あいうことはしません。とにかくそれ
を female choice という。雌に優先権
がある。蛙が田んぼでガチャガチャ鳴
いていますが、あれは別にコーラスの
為ではなく、雄たちが雌に選ばれるべ
＜鳴いている。雌は声を聞いて、 一番
しつかりと鳴いている雄を選ぶ。それ
が一番丈夫ですから。今度は、若い雄
がいます。去年、かえったばかりの若
い雄が当然います。その雄がきゃっ
きゃっきゃとしか鳴けなくて、雌が選
んでくれないというのは自分でもわ
かってるらしい。それでも一生懸命正
直に鳴いているのもいますが、ときど
きは変なことを考えているのもいて、

雌と見たらとにかく行って何とか自分 しつかり鳴いていてあそこにはきっと
の子供を産ませようとする。雌が一匹 雌が来るぞと思う雄を選んで、その雄
いると、雄にとって雌は非常に魅力的 の後ろにそうっと行って、黙って気付
な存在ですから、とにかくみんな寄っ かれないように座っているのです。そ
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のうちに雌がピョンピョンと来ますと、 ですから僕なら僕の中に遺伝子がある
この鳴いている雄がまだ気付かないう わけで、その個体の中でいろいろやっ
ちに後ろからパット跳び出して、背中 ているわけです。その遺伝子の集団が
に跳び乗って、取ってしまう。そうい
うことがいつばいあります。
『自然はうそをつかない』と昔は言わ

れましたが、とんでもない話で、嘘と
だましばっかりです。そうやって何と
かして、自分自身の遺伝子を残そうと
しています。その例を見ていくときり
がない。とにかくすごい。秩序やシス
テムがまったくなくて、何とかだまし
てでも、あるいは他人の子供を殺して
でもいいから、とにかく自分の子供を
残すことばっかり考えている。そうい
う凄まじい世界だいうことが解ったの
です。ここには調和なんてものはない
のです。ある意味で言えば、雄と雌が
存在するからそんな変なことになるの
です。自然界ば性というものを区別し
ていて、ほとんどの動物は雄と雌とが
あります。植物だって雄と雌、雄花と

『自分たちが生き残って増えていきた
い』と願っている。そのためには僕が
子供を作らなければいけない。そのた
めに『僕を何とか操作して、僕が子供
を作るようにしむけよう』としている
と考えられる。雄が雌にみんなよって
くるのも結局その一匹一匹の中の遺伝
子がそういうふうに個体を操作してい
るのです。
遺伝子にしてみると今度は雄と雌が
あることは損なのです。つまりクロー
ンみたいに無性生殖をしていけば、そ
の個体の遺伝子がそっくりそのまま
残って、遺伝子のトータルなセットが
もう一つできる。遺伝子にとって非常
にいいわけです。ところが雄と雌があ
ると、その半分の遺伝子が子供にいき
ますから、子供のなかには前の遺伝子
のセットが半分しかない。孫ができた

雌花、雄しべと雌しべがある。自然は ときには、 4 分の 1しか入っていない。
性に非常にこだわっている。さっき 遺伝子にしたら非常に損なわけです。
言った『自分の遺伝子を持った子供を 性というものを作ることにしている
残していく』という話をもう一つレベ のは何故なのだろう。これはいろいろ
ルを変えてみますと、『動物たちは適 と議論されました。最近、いわゆる赤
応度をどうとか、遺伝子をどうとか、 の女王仮説というものが出てきました。
そんな概念は持っていない。なのにそ 動物も植物も同じなのですが、生物に
ういうことをやるのはなぜか。誰がそ はいろいろな病気がつきます。その病
んなことをやらせるのか』がどうして 気の病原体がいるわけです。個体がた
も疑問になるわけです。それをといて またま突然変異してある病原体に対す
みると、『神様』といわない限りは、 る抵抗力を持った遺伝子を持っている
『遺伝子』がやらしているとしか言えな と、それはその病気には強い。そして
い。つまり『生き残って増えていきた 他の奴はこの遺伝子を持っていない。
い』と『願って』いるのは遺伝子なの 自分の子供がそれを持っていてくれた
だ。 一個の遺伝子ではなく集団です。 ら、子供が丈夫に生きていけますから、
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その遺伝子を取り込みたい。ところが す。ある遺伝子の集団がそのままそこ
その時に無性生殖していたらどうしよ に留まっていよう、そこに生き残って
うもない。クローンみたいに今あるま
まにズーツといきますから、それっき
りです。新しい突然変異が加わるとこ

いこうとする。そのためには、力の限
り走らなければいけない。雄と雌が遺
伝子を、病原体に対する抵抗力なり遺

とはまずない。何万に一回 l炉か l炉 伝子なりを一所懸命取り込んでいかな
の確率で突然変異が生じるのを待っし ければいけない。そうしないと『死に
かない。ところが性を持っていますと、 絶えてしまう』ということなのです。
ある病原体に対する抵抗力のある突然 それを赤の女王仮説というのです。そ
変異遺伝子が、雌と雄の間の性的な関 こまでしても遺伝子は生き残っていき
係で、子供に取り込まれるのです。し たい。そして今も生き残っている遺伝
かも病原体というのは沢山ありますか 子の集団、その集団によってできあ
ら、いろんなものに対してできるだけ がっている個体は、その結果として、
沢山持っていることが必要です。その 今存在しているのです。これはめちゃ
ためには、雄と雌とであらゆる遺伝子 くちゃな競争社会です。なにかある調
の交換をやって、そういう奴を取り込
んでいくほうが遺伝子集団としては絶
対に有利です。そして病原体はすぐに
変異しますから、変異したときにまた、
変異に対する突然変異ができてくるで
しょうが、それも早く取り入れたい。
その為にはとにかく、性というものを
作って雄と雌が絶えず遺伝子を交換し
た方が、その取り込んだ遺伝子が残っ

和があって、その調和の中で何かして
いるという意味では全くない。そうい
う意味では、今西錦司先生がおしゃっ
た話というのは、今の説でいくと全く
あたっていないのです。そこでは調和
など全くない。結局そうやった結果が
こう収まる。それは皆そうなのです。
いつも調和があるように見えるわけで
す。 『僕らはここに住む、おまえたち

ていく。そのために『自然というか生 はそっちに住め』というように、生物
物は、性というものを発明した』とい は調和をとってきちっと『棲み分け』
うことになる。これがなぜ赤の女王仮 ていると今西先生はお考えになった。
説と言われるのかといいますと、ルイ ですが実際には、 『こいつはこっちに
ス・キャロルの書いた「鏡の国のアリ 進入したい、こいつはあっちに進入し
ス」という本の中にでてくる、チェス たい』といういろいろな状況で、 『こ
の赤の女王様がアリスに向かって言う れ以上向こうに行かれない、向こうは
所があります。 『この国では、一ヶ所 これ以上こっちに来られない』という
に留まっていようと思ったら、力の限 ことで境界線が引かれた。上手に棲み
り走ってなければいけない。もし違う 分けていると思うのですが、それは結
ところに行こうと思ったら、少なくと 果論なのです。全部がそうである。
もその 2 倍の努力をしなければいけな 我々はますます困って来るのです。
いんだよ』と。これを使っているので 今はやりの自然との共生、人間と自
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然が共生をしていく。花と蜜蜂がお互 行っちゃうだけです。花の奥の方に蜜
い助け合って、花は蜜を提供する代わ を隠しておいて、蜂が必死になって
りにお返しとして、蜜蜂に花粉を媒介 入ってこないと蜜にありつけないよう
してもらって生きている。共生とは、 になっている。だから長い花の一番奥
昔はこういうお話だった。しかし、い に蜜があるのです。そこに蜂が入って
ろいろ調べてみるとそうではないらし いく途中で必ず花粉が体に着くように
い。花の方は本当は蜜なんか作りたく できている。花はそうなっているので
ない。コストがかかりますから。しか す。何とかして花粉をつけたいという
し、なんとかして自分の花粉を蜂に運 思いで、何か無理をしている。花が
ばせたい。こういうことをしている蘭 あって、そこへ蜂が入って来ると花粉
もあります。蜜蜂蘭だとか花蜂蘭だと がつくという、『共生』のようなものが
か、いくつかの蘭がヨーロッパにあり
ます。この欄は蜜というコストのかか
るものを作っていません。花の格好が
蜜蜂の雌にすごく似ているのです。に
おいまで蜂の雌に似ていているのです。
そしてアホな雄はですね、蘭の花に
やってきて、花を『あ、雌だ』と思っ

できあがった。もとはというと『でき
るだけ自分が得だけして、人の役なん
かたつことは絶対にしたくない』とい
う、エゴとエゴのせめぎ合いの結果な
のです。
それを共生としますと、いわゆる自

然との共生というときに何を考えたら
てしまうのです。そこにパッと飛びつ いいのでしょうか。自然に優しくとい
いて、そこで交尾してしまう。セック う問題ではない。けっして花と蜜蜂が
スをしてもまだ気がつかない。これは 優しいわけではありませんから。優し
花だ。雌じゃない。一生懸命ごそごそ くないもの同士だからそんな上手な共
とやっているうちに、蜂の頭に花粉が 生が出来てきた。そういうことらしい
パーツとくつついちゃう。その蜂は知 のです。自然に優しくなんてことは考
らずに、別の雌の格好をした花の所へ えていない。そういうことがいっぱい
行って、そこに止まって、またそこで ありまして、例を持ってくるときりが
交尾をしようとする。その時、こっち ないのです。そのなかでも最近言われ
の花に花粉が移るのです。要するに蜜 ていて、本当はわからないので非難さ
なんか全くなしに、花粉を交わしてい
る。そういう花があるのです。たいて
いの花はそこまでいやらしくない。蜜
のような一応食べられるものでやって
いる。だけどもそれはコストがかかり
ますから、そう簡単に持って行かれる
と困ります。蜂の方は蜜だけがほしい
のです。花粉なんか運んでいるつもり
は全くなくて、知らずに一緒に持って

れていますが、カミカゼスパーム、神
風精子という説がでています。これは
人間についての話です。人間の精子は
何億というすごい数があって、実際に
はその中の 1匹だけが卵にはいる。ど
うしてあんなに沢山いるのか昔はそれ
は『栄養になる』と言われてたのです
が、そうではなくて『前の男の精子を
やっつけるための精子がいる』という
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のです。 1回に出される精子のうちの
大部分が、前の男の精子をやっつける
ための精子なのです。それをアメリカ
人はカミカゼスパームとしたのです。
精子と精子の間でめちゃくちゃな競争
をやっているのです。そうやってカミ
カゼスパームにやられた奴はだめなん

だ。そういう精子はやられてしまうの
でその人の子孫は残らない。カミカゼ
スパームをいつばい持っているように
しむけた遺伝子集団は残る。こういう
ことの上にたって地球がどうなるのか
はわかりません。そういう見方がある
のだ、ということをお伝えしたい。以
上です。
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